
　

2
0
1
6
（
平
成　

）
年

28

7
月　

日
、
東
京
都
計
量
検

15

定
所
2
階
会
議
室
A
、
B
で

適
正
計
量
管
理
主
任
者
養
成

講
習
会
（
生
産
関
係
）
を
開

催
し
た
。
受

講
者
は
東
京

都
内　

事
業

12

所　

名
と
本

29
年
度
も
盛
況

だ
っ
た
。
は

じ
め
に
計
量
管
理
研
究
部
会

の
小
林
部
会
長
に
よ
る
開
講

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
講
習
に

入
っ
た
。
講
習
内
容
は
以
下

の
と
お
り
。

①
計
量
法
と
適
正
計
量
管
理

事
業
所
制
度
（
東
京
都
計
量

検
定
所
管
理
指
導
課
山
本
研

一
統
括
課
長
代
理
）
②
筆
記

試
験
（
同
山
本
研
一
統
括
課

長
代
理
）
③
我
が
社
に
お
け

る
計
量
管
理
（
森
永
乳
業
品

質
保
証
部
灰
谷
剛
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
④
実
習
：
は
か
り

の
検
査
方
法
（
東
京
都
計
量

協
会
計
量
管
理
研
究
部
会
計

量
士
6
名
）

　

講
習
終
了
後
、
東
京
都
計

量
検
定
所
の
山
本
研
一
統
括

課
長
代
理
に
よ
る
筆
記
試
験

の
講
評
お
よ
び
筆
記
試
験
合

格
者（
今
回
は
受
講
者
全
員
）

東
京
計
量
士
会

■
第
2
回
計
量
技
術
研
修
会

開
催

　

2
0
1
6
（
平
成　

）
年

28

度
第
2
回
計
量
技
術
研
修
会

を
9
月　

日　

、　

時　

分

16

（金）

13

30

か
ら　

時
、
日
本
計
量
振
興

17

協
会
3
階
会
議
室
（
新
宿
区

納
戸
町　

―
1
）
で
開
催
す

25

る
。

【
内
容
】
▽
「
電
気
計
測
器

（
テ
ス
タ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
マ

ル
チ
メ
ー
タ
ー
）
の
取
り
扱

い
と
校
正
方
法
」（
講
師
：
東

京
計
量
士
会
理
事
池
上
正

夫
、
当
会
常
任
理
事
溝
口
義

浩
）▽
計
量
行
政
審
議
会（
今

後
の
計
量
行
政
の
在
り
方
答

申
（
案
））「
自
主
的
な
計
量

管
理
と
計
量
士
の
活
用
に
つ

い
て
」（
講
師
：
日
本
計
量
振

興
協
会
推
進
部
長
小
林
雄

志
）

【
申
し
込
み
方
法
】
9
月
2

日
ま
で
に
会
員
氏
名
、
勤
務

先
、
連
絡
先
を
記
入
し
E

メ
ー
ルtok

eisi-in
fo@
t

o
k
e
ik
y
o
.o
r.jp

ま
た
は

F
A
X
0
3
―
5
6
8
3
―

1
1
2
2
ま
で
。
先
着　

名
45

で
締
め
切
り
。
会
員
外
の
方

の
参
加
も
歓
迎
す
る
。

■
関
東
甲
信
越
地
区
計
量
団

体
連
絡
協
議
会
開
催

　
　

年
度
関
東
甲
信
越
地
区

28
計
量
団
体
連
絡
協
議
会
が
神

奈
川
県
の
当
番
で　

月　

日

10

19

　

、
箱
根
「
ホ
テ
ル
河
鹿
荘
」

（水）（
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根

町
湯
本
6
8
8
）
で
開
催
さ

れ
る
。第
一
次
締
め
切
り
後
、

ま
だ
少
し
余
裕
が
あ
る
の

で
、
参
加
者
の
第
二
次
募
集

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

【
申
し
込
み
方
法
】
参
加
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
東
京
計
量
士
会
事
務
局

宛
に
E
メ
ー
ル
ま
た
は
F
A

X
で
申
し
込
む
。

日
本
硝
子
計
量
器

工
業
協
同
組
合

6
月
▽
1
日　

＝
特
定
計
量

（水）

器
J
I
S
改
正
原
案
委
員
会

出
席
。
今
年
度
、
委
員
会
お

よ
び
3
つ
の
分
科
会
を
設
置

し
て
、
水
銀
の
規
定
の
あ
る

特
定
計
量
器
J
I
S
を
見
直

す
。
▽　

日　

＝
理
事
会
開

17

（金）

催
。
紙
管
代
値
上
げ
に
つ
い

て
、
5
月
開
催
の
理
事
会
議

事
録
の
確
認
、
総
会
会
計
報

告
、
月
次
会
計
報
告
、
消
費

税
の
転
嫁
状
況
に
つ
い
て
、

産
総
研
へ
の
要
望
書
に
つ
い

て
。
▽　

日　

＝
水
銀
法
に

21

（火）

お
け
る
特
定
水
銀
使
用
製
品

（
計
測
器
）
の
製
造
許
可
申

請
へ
の
対
応
に
つ
い
て
の
説

明
会
開
催
。
経
済
産
業
省
産

業
機
械
課
担
当
者
よ
り
説
明

を
受
け
た
。

7
月
▽
1
日　

＝
水
俣
条
約

（金）

対
応
合
同
会
合
出
席
。
▽　
12

日　

＝
J
I
S
浮
ひ
ょ
う
分

（火）

科
会
、
J
I
S
ガ
ラ
ス
製
温

度
計
分
科
会
出
席
。
▽　

日
15

　

＝
理
事
会
開
催
。
6
月
開

（金）催
の
理
事
会
議
事
録
の
確

認
、
月
次
会
計
報
告
、
水
俣

条
約
対
応
合
同
会
合
の
報

告
、
水
銀
汚
染
防
止
法
対
応

J
I
S
原
案
委
員
会
の
報

告
、
産
総
研
へ
の
要
望
書
に

つ
い
て
。
常
会
開
催
。
水
俣

条
約
対
応
合
同
会
合
の
報

告
、
水
銀
汚
染
防
止
法
対
応

J
I
S
原
案
委
員
会
の
報

告
、
産
総
研
へ
の
要
望
書
に

つ
い
て
。
▽　

日　

＝
都
計

22

（金）

協
理
事
会
出
席
。

適
正
計
量
管
理
主
任
者
養
成
講
習
会
開
催

7
月　

日
、東
京
都
計
量
検
定
所
で

15

都検定所
No.250

部
会
・
団
体

だ
よ
り

（第三種郵便物認可） 2016年（平成28年）8月28日（日）（4）第 3116号

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加

へ
の
認
定
証
授
与
が
あ
っ

た
。

　

お
わ
り
に
、
計
量

管
理
研
究
部
会
の
吉

田
副
部
会
長
に
よ
る

閉
会
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
2
0
1
6
（
平

成　

）
年
度
適
正
計

28
量
管
理
主
任
者
養
成

講
習
会（
生
産
関
係
）

は
無
事
終
了
し
た
。

◇
ひ
ょ
う
量
が
2
5
0
手
以

下
の
は
か
り

▽
大
田
区
＝
9
月
1
日
〜　
12

月
6
日
▽
東
村
山
市
＝
9
月

7
日
〜
9
月　

日
▽
北
区
＝

28

9
月
7
日
〜　

月　

日
▽
武

10

27

蔵
野
市
＝　

月
3
日
〜　

月

10

10

　

日
▽
足
立
区
＝　

月　

日

26

10

27

〜
2
月
6
日
▽
江
東
区
＝　
10

月　

日
〜　

月　

日
▽
世
田

28

12

22

谷
区
＝　

月
7
日
〜
3
月　

12

28

日
▽
杉
並
区
＝
1
月　

日
〜

12

3
月　

日
▽
墨
田
区
＝
2
月

16

7
日
〜
3
月　

日
28

◇
ひ
ょ
う
量
が
2
5
0
手
を

超
え
2
t
以
下
の
は
か
り
お

よ
び
都
が
指
定
し
た
事
業
所

▽
北
区
、
足
立
区
＝
9
月
1

日
〜
9
月　

日
▽
大
田
区
、

30

江
東
区
＝　

月
3
日
〜　

月

10

12

　

日
▽
墨
田
区
、
杉
並
区
、

22世
田
谷
区
＝
1
月　

日
〜
3

11

月　

日
31

◇
ひ
ょ
う
量
が
2
t
を
超
え

2
0
1
6（
平
成　

）年
度
下
半
期

28

は
か
り
定
期
検
査
等
の
予
定

都検定所

る
は
か
り

▽
江
戸
川
区
＝
9
月
1
日
〜

　

月　

日
▽
板
橋
区
＝　

月

10

31

11

1
日
〜　

月　

日
▽
北
区
、

11

30

文
京
区
、
豊
島
区
＝　

月
1

12

日
〜　

月　

日
▽
墨
田
区
＝

12

19

1
月　

日
〜
1
月　

日
▽
江

13

31

東
区
＝
2
月
1
日
〜
3
月　
31

日◇
環
境
計
量
器
の
計
量
証
明

検
査

▽
振
動
レ
ベ
ル
計
＝
9
月
5

日
〜
9
月　

日
▽
大
気
濃
度

30

計
＝　

月
7
日
〜　

月　

日

11

11

29

▽
ガ
ラ
ス
電
極
式
水
素
イ
オ

ン
濃
度
計
指
示
部
＝
1
月　
16

日
〜
2
月
3
日

◇
皮
革
面
積
計
の
定
期
検
査

お
よ
び
計
量
証
明
検
査

　

月　

日
〜　

月　

日

10

18

10

19

お
知
ら
せ
と
お
願
い

　

こ
の
「
特
集
・
と
う
き
ょ
う

の
計
量
」
は
隔
月
（
偶
数
月
）

に
発
行
し
、
東
京
都
計
量
協
会

の
会
報
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

全
会
員
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
皆
様
の
ご
投
稿
・
ご
意
見

・
ご
質
問
の
ほ
か
、
各
部
会
等

の
動
き
な
ど
是
非
お
寄
せ
下
さ

る
よ
う
、
ご
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
編
集
委
員
（　

音
順
）】

50

▽
石
井
康
二
▽
大
木
朗
▽
北
野

芳
男
▽
切
田
篤
▽
坂
本
雅
広
▽

高
田
慎
吾
▽
高
松
宏
之
▽
竹
内

健
治
▽
竹
添
雅
雄
▽
物
江
稔
▽

横
山
守
二

（
一
社
）
東
京
都
計
量
協
会
緯

0
3
―
6
6
6
6
―
8
9
6
0

講師：山本研一統括課長代理

実習：計量管理研究部会計量士

講師：森永乳業灰谷剛マネージャー

　

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

協
会
は
、
今
年
度
の
東
西
計

コ
ン
研
修
見
学
会
を
開
催
す

る
。
日
時
は
2
0
1
6
（
平

成　

）
年　

月
5
日　

、　

28

10

（水）

12

時
か
ら
（
予
定
）。

　

東
西
計
コ
ン
研
修
見
学
会

は
、
東
京
と
関
西
地
区
の
計

量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
毎

年
1
回
輪
番
で
幹
事
と
な
り

開
催
す
る
行
事
で
今
年
度
の

幹
事
は
東
京
が
受
け
持
つ
。

東
京
の
理
事
会
で
協
議
の
結

果
、
今
年
は
神
奈
川
県
藤
沢

市
の
荏
原
製
作
所
藤
沢
事
業

所
を
訪
ね
る
こ
と
と
し
た
。

荏
原
グ
ル
ー
プ
は
風
水
力
事

業
、
環
境
事
業
、
精
密
・
電

子
事
業
の
3
つ
事
業
を
グ

ロ
ー
バ
ル
に
展
開
し
て
お

り
、
藤
沢
事
業
所
は
基
幹
事

業
所
の
1
つ
だ
。

　

当
日
は
貸
切
バ
ス
を
配
車

し
、
新
横
浜
駅
で
大
阪
組
と

合
流
、
一
路
藤
沢
事
業
所
へ

と
向
か
う
。
事
業
所
で
は
途

中
休
憩
を
は
さ
み
、
約
3
時

間
の
行
程
で
見
学
。
会
社
概

要
か
ら
ポ
ン
プ
原
理
に
つ
い

て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
首
都

圏
外
郭
放
水
路
の
ビ
デ
オ
等

の
上
映
を
お
こ
な
う
予
定

だ
。
見
学
会
終
了
後
は
横
浜

中
華
街
で
会
食
を
お
こ
な
い

会
員
相
互
の
情
報
交
換
と
親

睦
を
深
め
る
計
画
だ
。
詳
細

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
追
っ
て
協

会
の
H
P
等
で
案
内
す
る
。

東
京
の
参
加
費
用
は
懇
親
会

費
用
を
含
め
5
0
0
0
円
を

予
定
し
て
い
る
。

東
西
計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

研
修
見
学
会

　

月
5
日
、神
奈
川
・
藤
沢
で
実
施

10

計
量
計
測
デ
ー
タ
バ
ン
ク

http://www.keiryou-keisoku.co.jp/



も
あ
る
よ
う
だ
。

　

そ
も
そ
も
、
ド
ー
ピ
ン
グ

と
い
う
行
為
自
体
、
ス
ポ
ー

ツ
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で

あ
り
、
競
技
者
が
自
分
か
ら

望
ん
で
お
こ
な
う
こ
と
が
あ

る
と
は
思
い
た
く
な
い
。
今

回
問
題
と
な
っ
た
国
家
以
外

に
も
、
組
織
的
な
ド
ー
ピ
ン

グ
は
、
い
く
つ
も
あ
っ
た
と

思
う
が
、
多
く
は
国
威
発
揚

に
起
因
す
る
国
家
的
、
組
織

的
謀
策
で
あ
っ
た
と
思
い
た

い
。

　

計
測
技
術
が
進
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
公

平
性
は
著
し
く
向
上
し
て
い

る
。
環
境
を
均
一
に
保
つ
こ

と
に
よ
り
記
録
の
同
一
性
が

増
し
、
純
粋
な
競
技
能
力
の

差
を
明
確
に
比
較
し
、
普
遍

的
な
数
値
に
よ
り
記
録
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
国
家
を
代
表
す

る
選
手
達
の
戦
い
で
あ
る

が
、
国
家
の
関
わ
り
方
が
お

か
し
い
と
、
ス
ポ
ー
ツ
の
公

平
性
が
保
て
な
く
な
る
場
合

が
あ
る
。
今
は
国
家
間
で
の

倫
理
観
の
違
い
も
大
き
い

が
、
次
第
に
地
球
的
な
視
点

で
、
同
じ
基
準
で
物
事
が
語

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
1
0
0
年
前
の
長
さ
の

基
準
と
同
じ
よ
う
に
。

（
と
う
き
ょ
う
の
計
量
は
⑥

面
に
つ
づ
く
）

ス
ポ
ー
ツ
と
計
測

　

今
年
の
夏
は
、
リ
オ
・
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
大
い
に
盛
り

上
が
っ
て
い
る
。
水
泳
、
男

子
4
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー

で
は
、
い
き
な
り
荻
野
公
介

が
金
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
。
記

録
は
4
分
6
秒　

と
な
っ
て

05

い
る
。4
0
0
m
を
2
4
6
・

0
5
秒
で
泳
い
だ
の
で
、
距

離
を
時
間
で
割
り
、秒
速
1
・

5
m
あ
ま
り
と
計
算
さ
れ

る
。
3
位
の
瀬
戸
大
也
の
記

録
は
、
4
分
9
秒　

、
2
4

71

9
・
7
1
秒
な
の
で
、
1
・

5
%
ほ
ど
余
計
に
掛
か
っ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
水
泳
の

記
録
で
は
、
日
頃
泳
い
で
い

な
い
僕
に
は
、
そ
の
差
が
よ

く
わ
か
ら
な
い
が
、
た
と
え

ば
1
0
0
m
走
だ
と
、
記
録

は
約　

秒
、
そ
の
1
・
5
%

10

だ
と
、
0
・
1
5
秒
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
の

記
録
と
い
う
も
の
は
、
計
測

と
は
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い

強
い
関
係
が
あ
る
。「
ス
ポ
ー

ツ
、
計
測
」
で
ネ
ッ
ト
検
索

を
掛
け
る
と
、
と
ん
で
も
な

い
多
く
の
情
報
が
得
ら
れ

る
。
各
種
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け

る
計
時
シ
ス
テ
ム
自
体
は
、

い
く
つ
か
の
著
名
な
時
計

メ
ー
カ
ー
が
提
供
し
て
お

り
、
そ
の
信
頼
性
は
極
め
て

高
い
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
日
本
中
で
開

か
れ
て
い
る
、
市
民
マ
ラ
ソ

ン
の
よ
う
な
競
技
会
で
は
、

個
人
個
人
の
デ
ー
タ
管
理
は

大
変
な
作
業
だ
と
思
う
の
で

あ
る
が
、
タ
イ
ム
の
計
測
を

は
じ
め
、
か
な
り
の
人
数
に

の
ぼ
る
参
加
者
の
管
理
も
含

め
て
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
専

門
の
業
者
が
請
け
負
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
記
録
で
、
時

間
と
と
も
に
も
う
1
つ
重
要

な
の
は
、
距
離
の
計
測
で
あ

る
。
プ
ー
ル
の
長
さ
が
、　
50

m
ち
ょ
う
ど
で
は
な
く
、
計

時
に
使
用
す
る
タ
ッ
チ
板
の

厚
さ
だ
け
長
く
設
計
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
最
近
ク
イ
ズ

番
組
で
知
っ
た
の
で
あ
る

が
、
距
離
に
不
確
か
さ
が
あ

れ
ば
い
く
ら
時
間
が
正
確
に

測
定
で
き
て
も
記
録
の
信
憑

性
は
な
い
。
プ
ー
ル
の
よ
う

に
、
コ
ー
ス
が
直
線
的
な
ら

ば
話
は
簡
単
で
あ
る
が
、
マ

ラ
ソ
ン
の
よ
う
に
公
道
を

コ
ー
ス
に
仕
立
て
る
場
合
に

は
、
コ
ー
ス
の
ど
こ
を
走
る

か
に
よ
っ
て
実
際
の
距
離
は

い
く
ら
で
も
変
動
す
る
。
し

た
が
っ
て
「
コ
ー
ス
は
競
技

者
の
使
用
が
許
さ
れ
る
道
路

と
し
て
区
分
さ
れ
て
い
る
個

所
の
最
短
距
離
を
測
定
す

る
。
コ
ー
ス
の
長
さ
は
種
目

の
公
式
距
離
よ
り
短
く
て
は

い
け
な
い
」
と
日
本
陸

上
競
技
連
盟
の
競
技

規
則
第
2
4
0
条
（
道

路
競
走
）
や
「
細
則
」

に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

陸
上
の
跳
躍
競
技

や
投
擲
競
技
で
は
、
光

を
使
っ
た
測
距
技
術

も
導
入
さ
れ
て
い
る

よ
う
だ
。
現
在
の
長
さ

標
準
は
光
の
速
さ
に

よ
り
定
義
さ
れ
て
お
り
、
競

技
の
測
定
で
は
い
く
つ
か
の

手
法
の
中
で
も
、
信
頼
性
の

高
い
方
法
が
導
入
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。

　

重
量
挙
げ
で
は
、
も
ち
ろ

ん
バ
ー
ベ
ル
の
全
重
量
は
、

厳
し
く
管
理
さ
れ
て
い
る
は

ず
だ
が
、
同
じ
記
録
と
な
っ

た
場
合
に
は
、
体
重
の
軽
い

選
手
の
順
位
が
上
位
と
い
う

規
則
の
よ
う
だ
。
体
重
の
計

測
に
は
い
ろ
い
ろ
と
不
確
定

な
要
素
が
考
え
ら
れ
る
の

で
、
同
じ
ク
ラ
ス
に
出
場
し

た
場
合
は
、
同
順
位
と
し
た

方
が
合
理
的
な
よ
う
に
思
え

る
。
体
重
に
よ
り
順
位
が
変

わ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

常
に
体
重
の
軽
い
選
手
が
、

優
位
に
あ
る
こ
と
に
な
り
、

出
場
者
の
イ
ー
ブ
ン
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
と
い
う
競
技
の

基
本
か
ら
外
れ
る
よ
う
に
思

う
。
僕
は
、
体
重
の
数
グ
ラ

ム
が
順
位
に
関
わ
る
と
い
う

の
な
ら
、
上
げ
る
バ
ー
ベ
ル

の
重
量
も
今
の
よ
う
に
1　
kg

単
位
で
は
な
く
、
体
重
比
例

で
、
グ
ラ
ム
単
位
で
指
定
で

き
る
よ
う
に
し
な
い
と
不
公

平
と
考
え
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
計
測

で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の

が
、
ド
ー
ピ
ン
グ
の
検
査
で

あ
る
。
分
析
の
手
法
が
進
化

す
る
と
、
今
ま
で
検
出
で
き

な
か
っ
た
物
質
が
同
定
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
以
前
の
検

体
を
新
し
い
手
法
で
再
検
査

し
、
あ
ら
た
め
て
ド
ー
ピ
ン

グ
陽
性
と
判
定
さ
れ
る
こ
と

　

東
京
都
計
量
検
定
所
は
、

6
月
6
日
か
ら
7
月
7
日
ま

で
の
延
べ　

日
間
、
都
内
の

22

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
駅

ビ
ル
、
お
よ
び
食
品
製
造
元

詰
所
な
ど
1
9
2
事
業
所
に

対
し
、
販
売
さ
れ
て
い
る
商

品
の「
表
記
さ
れ
た
内
容
量
」

と
「
実
際
の
内
容
量
」
と
の

差
が
計
量
法
で
定
め
ら
れ
た

許
容
誤
差
の
範
囲
内
に
あ
る

か
、「
事
業
所
名
・
住
所
」

「
内
容
量
」「
計
量
単
位
」
の

表
記
が
正
し
い
か
を
確
認
す

る
た
め
「
夏
期
商
品
量
目
立

入
検
査
」
を
実
施
し
た
。

　

検
査
の
結
果
、
1
9
2
事

業
所
の
う
ち
計
量
法
で
定
め

ら
れ
た
許
容
誤
差
の
範
囲
を

超
え
て
不
足
し
て
い
た
「
不

適
正
商
品
」
の
割
合
が
5
％

を
超
え
た
不
適
正
事
業
所
は

　

件
（
不
適
正
事
業
所
率
は

115
・
7
％　

図
1
の
と
お
り
）

で
、
前
年
同
期
（
8
・
2
％
）

と
比
較
す
る
と
2
・
5
％
改

善
し
た
。

　

業
態
別
で
は
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
1
6
1
事
業

所
の
う
ち　

件（
6
・
2
％
）、

10

一
般
小
売
店（
駅
ビ
ル
含
む
）

で　

事
業
所
の
う
ち
1
件

21
（
4
・
8
％
）
が
不
適
正
事

業
所
と
な
っ
た
。
食
品
製
造

所　

事
業
所
で
不
適
正
事
業

10
所
は
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
検
査
商
品
7
9
6

3
点
中
、
不
適
正
商
品
は　
66

点
（
不
適
正
商
品
率
は
0
・

8
％
、図
1
の
と
お
り
）。
部

門
別
で
は
、
野
菜
類　

点
27

（
1
・
4
％
）、
惣
菜
類　

点
16

（
1
・
1
％
）、
魚
介
類　

点
22

（
1
・
0
％
）、
食
肉
類
1
点

（
0
・
0
％
）
で
あ
っ
た
。

　

内
容
量
が
不
足
し
た
主
な

原
因
は
、
風
袋
量
を
商
品
の

内
容
量
に
含
め
る
計
量
ミ
ス

が　

・
2
％
、
そ
の
う
ち
容

68
器
類
を
内
容
量
に
含
ん
だ
計

量
ミ
ス
が　

・
5
%
、
添
え

48

物
類
（
た
れ
の
小
袋
等
）
を

内
容
量
に
含
ん
だ
計
量
ミ
ス

が　

・
7
%
で
あ
っ
た
。
ほ

19
か
に
、
水
分
の
蒸
発
等
に
よ

る
自
然
減
量
が　

・
2
％
、

21

そ
の
他
等
が　

・
6
％
だ
っ

10

た
（
図
2
の
と
お
り
）。

　

ま
た
、
内
容
量
が
不
足
し

た
商
品
で
損
失
金
額
が
一
番

大
き
か
っ
た
の
は
、
魚
介
類

で
2
1
4
円
分
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
不
適
正
商
品
に
つ

い
て
は
、
そ
の
場
で
計
量
法

上
の
問
題
点
を
説
明
し
、
再

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
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蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

（31）
長
野
計

長
野
計
器器

技
術
顧

技
術
顧
問問

切
田
切
田
篤篤

2
0
1
6（
平
成　

）年
度

28

夏
期
商
品
量
目
立
入
検
査
結
果

不
適
正
事
業
所
は
2
・
5
％
改
善

都検定所

計
量
を
指
示
し
た
。

　

ま
た
、
不
適
正
事
業
所
に

つ
い
て
は
、
再
度
改
善
状
況

の
確
認
等
を
実
施
す
る
。

　

改
善
さ
れ
て
い
な
い
場
合

に
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
、

「
改
善
勧
告
」、「
不
適
正
状

況
の
公
表
」、「
改
善
命
令
」

等
の
措
置
を
お
こ
な
う
。

　

検
査
結
果
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
生
活
文
化
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
東
京
く
ら
し
Ｗ
Ｅ

Ｂ
）
の
東
京
都
計
量
検
定
所

の
頁
に
掲
載
し
て
い
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
東
京
都

計
量
検
定
所
検
査
課
＝
電
話

0
3
―
5
6
1
7
―
6
6
2

8
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水
銀
に
関
す
る
水
俣
条

約
と
は
、
水
銀
の
一
時
採
掘

か
ら
貿
易
、
水
銀
添
加
製
品

や
製
造
工
程
で
の
水
銀
利

用
、
大
気
へ
の
排
出
や
水
・

土
壌
へ
の
放
出
、
水
銀
廃
棄

物
に
至
る
ま
で
、
水
銀
が
人

の
健
康
や
環
境
に
与
え
る

リ
ス
ク
を
低
減
す
る
た
め

の
包
括
的
な
規
制
を
求
め

る
条
約
で
す
。
2
0
1
3
年

　

月
に
熊
本
県
で
開
催
さ

10れ
た
外
交
会
議
で
、
採
択
署

名
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
2
0
1
5
年
6
月

に
水
銀
に
よ
る
環
境
汚
染

の
防
止
に
関
す
る
法
律
が

可
決
成
立
し
て
い
ま
す
。

　

私
ど
も
組
合
で
は
、
こ
の

法
律
に
よ
り
2
0
2
0
年

末
か
ら
製
造
、
販
売
に
関
し

て
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
皆
様
に
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
こ
と
は
、
現
在

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
水
銀
温
度
計
は
、
現
在
も

ま
た
2
0
2
0
年
以
降
に

つ
い
て
も
問
題
な
く
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
2
0
2

0
年
以
降
は
、
製
造
に
つ
い

て
一
定
の
条
件
の
も
と
、
製

造
申
請
、
許
可
を
受
け
対
応

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
法
律
に
よ
り
適
応
除

外
に
該
当
す
る
水
銀
温
度

計
は
従
前
通
り
製
造
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
研
究
、
計
測
器
の
校

正
お
よ
び
参
照
を
目
的
と

す
る
製
品
、
非
電
気
式
で
高

精
度
の
測
定
に
使
用
さ
れ

る
も
の
は
除
外
と
し
て
い

ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
様
の
ご
理
解
の

も
と
、
ガ
ラ
ス
製
温
度
計
の

ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

そ
し
て
、
水
銀
温
度
計
の

ご
利
用
に
あ
た
り
、
水
俣
条

約
と
水
銀
に
よ
る
環
境
汚

染
の
防
止
に
関
す
る
法
律

の
ご
理
解
を
改
め
て
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

日本硝子計量器工業協同組合よりお知らせ

水銀温度計は現在もまた2020年以降に
ついても問題なくご利用いただけます
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以
前
、
本
紙
に
友
人
の
姑

上
に
影
響
さ
れ
て
レ
モ
ン
の

鉢
植
え
を
手
に
入
れ
た
話
を

書
い
た
が
、
実
は
そ
の
前
か

ら
わ
が
家
の
庭
に
は
柚
子
の

鉢
植
え
が
あ
る
。
レ
モ
ン
同

様
、
春
先
は
せ
っ
か
く
芽
吹

い
た
若
葉
を
ア
ゲ
ハ
蝶
の
幼

虫
に
丸
裸
に
さ
れ
る
こ
と
も

多
く
、「
桃
栗
三
年
、柿
八
年
、

柚
子
の
大
馬
鹿
二
十
年
」
と

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
随
分

後
か
ら
気
づ
き
、
こ
ん
な
調

子
で
は
し
ば
ら
く
実
は
な
ら

な
い
の
だ
ろ
う
と
諦
め
て
い

た
。
そ
れ
で
も
、
レ
モ
ン
と

同
様
、
新
芽
が
伸
び
る
春
先

に
ア
ゲ
ハ
の
卵
だ
ら
け
に

な
っ
て
新
し
い
葉
が
こ
と
ご

と
く
食
い
尽
く
さ
れ
て
は
花

も
咲
か
な
い
し
、
実
も
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

直
し
、
一
昨
年
は
レ
モ
ン
と

同
様
に
防
虫
布
を
か
け
て
み

た
。
結
果
は
良
好
で
、
い
く

つ
か
花
が
咲
き
、
そ
の
い
く

つ
か
は
花
も
落
ち
ず
に
、
ゴ

ル
フ
ボ
ー
ル
ほ
ど
の
大
き
さ

の
実
が
3
つ
黄
色
く
熟
し

た
。幸
い
鳥
に
も
狙
わ
れ
ず
、

冬
至
ま
で
こ
れ
ら
を
待
ち
受

け
て
、
柚
子
湯
に
し
た
。
一

年
の
疲
れ
が
飛
ん
だ
気
が
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
一
方
の
柚

子
は
一
気
に
体
力
を
使
い
果

た
し
た
の
か
、
そ
の
後
全
く

花
が
咲
か
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

今
年
は
全
体
的
に
庭
木
の

花
付
き
が
良
い
が
、
相
変
わ

ら
ず
柚
子
は
全
く
花
が
咲
か

ず
、
レ
モ
ン
に
は　

個
く
ら

50

い
の
つ
ぼ
み
が
つ
い
た
。
秋

か
ら
防
虫
布
を
撤
去
し
た
た

め
、
レ
モ
ン
の
葉
は
殆
ど
や

ら
れ
て
丸
裸
の
ま
ま
な
の

に
、
果
た
し
て
実
が
付
く
の

か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
案
の

定
花
は
全
部
落
ち
た
。
春
先

か
ら
柚
子
と
レ
モ
ン
に
は
防

虫
布
を
か
け
て
い
る
が
、
あ

る
日
突
然
レ
モ
ン
の
頂
部
に

ア
ゲ
ハ
蝶
の
青
虫
が
現
れ

た
。
頂
部
の
枝
先
だ
け
布
か

ら
は
み
出
て
い
る
の
で
、
卵

が
産
み
付
け
ら
れ
て
な
い
か

毎
日
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
取
り

除
く
こ
と
で
対
応
し
て
い
た

時
期
が
あ
る
の
だ
が
、
ど
う

し
て
も
見
落
と
し
が
あ
る
ら

し
い
。
飛
ん
で
く
る
奴
ら
に

は
敵
わ
な
い
と
思
っ
て
い
る

と
、
あ
る
日
ま
た
青
虫
は
忽

然
と
消
え
る
。そ
う
い
え
ば
、

昨
日
の
朝
、
レ
モ
ン
の
鉢
の

近
く
に
あ
る
お
向
か
い
の
家

の
サ
ル
ス
ベ
リ
の
木
の
上
で

雀
達
が
五
月
蠅
く
騒
い
で
い

た
な
と
思
い
至
る
。
木
の
頂

部
な
ん
て
目
立
つ
と
こ
ろ
に

の
こ
の
こ
出
て
く
る
と
子
育

て
真
最
中
の
雀
の
餌
食
に

な
っ
ち
ゃ
う
ぞ
、
ど
こ
か
で

無
事
に
さ
な
ぎ
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
祈
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
レ
モ
ン
の
花

は
ど
う
や
ら
四
季
咲
き
ら
し

く
、
丸
坊
主
の
枝
先
に
は
ま

た
も
や
新
芽
と
花
芽
が
た
く

さ
ん
出
て
き
て
い
る
。
最
近

知
っ
た
こ
と
だ
が
、
果
樹
に

は
適
正
な
葉
果
比
（
1
つ
の

果
実
を
育
て
る
た
め
に
必
要

な
葉
の
枚
数
）
と
い
う
も
の

が
あ
り
、
レ
モ
ン
は　

枚
以

30

上
、
柚
子
は
も
っ
と
多
く
必

要
と
す
る
ら
し
く
、
レ
モ
ン

の
花
が
自
然
に
落
ち
る
こ
と

も
柚
子
に
花
が
咲
か
な
い
こ

と
も
こ
れ
で
納
得
し
た
。
家

族
で
の
ら
く
ら
楽
し
む
だ
け

な
の
で
厳
密
に
頑
張
る
つ
も

り
は
な
い
の
だ
が
、
今
度
新

し
く
出
て
き
た
花
芽
と
葉
の

数
を
見
た
限
り
で
は
適
正
配

置
の
よ
う
な
の
で
、
今
年
は

レ
モ
ン
の
結
実
が
実
現
す
る

か
も
と
密
か
に
期
待
し
て
い

る
。

　

さ
て
、　

日
ほ
ど
経
過
し

10

て
、
梅
雨
の
晴
れ
間
、
雨
上

が
り
の
さ
わ
や
か
な
朝
。
例
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に
よ
っ
て
日
課
の
レ
モ
ン
パ

ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
る
と
、

布
の
下
で
何
か
が
動
い
て
い

る
。
よ
く
見
る
と
羽
化
し
た

ば
か
り
の
ア
ゲ
ハ
蝶
が
羽
を

乾
か
し
て
い
る
の
だ
。
雀
か

ら
無
事
に
逃
げ
果
せ
て
、
布

の
中
で
ぬ
く
ぬ
く
と
さ
な
ぎ

に
な
り
、
め
で
た
く
羽
化
で

き
た
ら
し
い
。
布
を
開
け
る

と
、
ふ
ら
ふ
ら
し
な
が
ら
も

青
空
に
向
か
っ
て
飛
ん
で

い
っ
た
。
元
気
で
ね
、
う
ち

の
レ
モ
ン
が
気
に
入
っ
た
な

ら
ま
た
遊
び
に
来
て
ね
と
見

送
っ
た
。

猫
額
通
信
そ
の
8

飛
び
道
具
、も
って
い
る
と
い
い
ね

製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構　

村
田
浩
美

　

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

協
会
は
、
8
月　

日　

に
2

24

（水）

0
1
6
（
平
成　

）
年
度
第

28

1
回
目
の
研
修
見
学
会
を
開

催
し
た
。
今
回
は
深
海
探
査

艇
「
江
戸
っ
子
1
号
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
内
閣
総
理
大
臣

賞
を
受
賞
し
た
「
浜
野
製
作

所
」
を
訪
ね
、
金
属
加
工
技

術
や
も
の
作
り
に
関
す
る
意

気
込
み
等
を
聞
い
た
。

　

一
行
は
、
朝
9
時　

分
に

30

日
の
出
桟
橋
に
集
合
し
、
水

上
バ
ス
に
て
浅
草
へ
向
か

い
、
自
立
式
電
波
塔
世
界
一

の
高
さ
を
誇
る
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
へ
到
着
。
し
か
し
こ
こ

で
は
タ
ワ
ー
に
登
ら
ず
、
地

階
の
地
熱
シ
ス
テ
ム
プ
ラ
ン

ト
を
見
学
す
る
。
こ
こ
は
、

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン

の
み
な
ら
ず
そ
の
周
辺
エ
リ

ア
の
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
プ
ラ

ン
ト
で
、
世
界
最
高
水
準
の

高
効
率
熱
源
機
器
を
導
入

し
、
地
中
熱
を
利
用
、
大
容

量
水
蓄
熱
槽
を
活
用
す
る
こ

と
で
国
内
最
高
レ
ベ
ル
の
省

エ
ネ
・
省
C
O
2

性
能
効
果
を

達
成
し
て
い
る
。
メ
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
に
あ
る
タ
ー
ボ
冷
凍

機
や
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
タ
ワ
ー

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
作
ら
れ
た

冷
水
や
温
水
を
総
延
長
3　
km

に
も
お
よ
ぶ
導
管
に
通
し
施

設
の
冷
暖
房
を
賄
い
、
そ
れ

を
7
0
0
0
t
も
の
貯
水
槽

で
蓄
え
循
環
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
地
中
熱
利
用
シ
ス
テ

ム
で
は
基
礎
杭
利
用
方
式
と

ボ
ア
ホ
ー
ル
方
式
を
採
用

し
、
総
延
長
1
万
2
0
0
0

m
も
の
採
放
熱
用
の
熱
交
換

チ
ュ
ー
ブ
を
地
中
に
挿
入
し

効
率
の
良
い
熱
交
換
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
地
中
熱
利
用

シ
ス
テ
ム
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
大
気
と
比
較
し
て
効
率
的

な
熱
交
換
（
採
放
熱
）
が
お

こ
な
え
、
一
層
の
省
エ
ネ
、

省
C
O
2

化
が
図
れ
る
こ
と
、

②
大
気
に
熱
を
放
出
し
な
い

の
で
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
制

御
に
効
果
が
あ
る
こ
と
、
③

熱
交
換
用
チ
ュ
ー
ブ
内
に
水

を
循
環
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
、
地
下
水
を
汲
み
上
げ

な
い
こ
と
か
ら
地
盤
沈
下
等

の
悪
影
響
が
な
い
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
対
策
技
術
の
普
及
促
進
を

目
的
と
す
る
、環
境
省「
ク
ー

ル
シ
テ
ィ
中
枢
街
区
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
」
に
採
択
さ
れ

て
い
る
。

　

約
1
時
間
の
見
学
を
終

え
、
昼
食
後
八
広
駅
ま
で
移

動
、浜
野
製
作
所
を
訪
ね
た
。

浜
野
製
作
所
は
1
9
7
8

（
昭
和　

）
年
の
創
立
で
、

53

金
属
金
型
加
工
を
得
意
と
す

る
日
本
の
「
も
の
作
り
」
の

屋
台
骨
を
支
え
る
企
業
の
1

つ
だ
。
2
0
0
9（
平
成　

）
21

年
に
は
深
海
探
査
艇
「
江

戸
っ
子
1
号
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
発
足
さ
せ
、
8
0
0
0

ｍ
も
の
深
海
で
3
D
ハ
イ
ビ

ジ
ョ
ン
ビ
デ
オ
撮
影
を
成
功

さ
せ
た
。
そ
の
後
も
実
験
を

重
ね
2
0
1
4
（
平
成　

）
26

年
に
は
、
海
洋
立
国
推
進
功

労
者
表
彰
、
産
学
官
連
携
功

労
者
表
彰
（
と
も
に
内
閣
総

理
大
臣
賞
）
を
受
賞
し
た
。

　

冒
頭
、
浜
野
社
長
か
ら
そ

の
経
営
理
念
や
近
年
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、

そ
の
後「
ガ
レ
ー
ジ
ス
ミ
ダ
」

の
見
学
を
お
こ
な
っ
た
。「
ガ

レ
ー
ジ
ス
ミ
ダ
」
は
、
ま
さ

に
「
も
の
作
り
」
の
総
合
支

援
施
設
と
し
て
、
3
D
プ
リ

ン
タ
ー
や
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ

タ
ー
、
C
N
C
加
工
機
と

い
っ
た
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
工

作
機
器
を
備
え
、
設
計
や
製

造
に
携
わ
る
町
工
場
の
熟
練

し
た
職
人
が
個
人
か
ら
企
業

に
至
る
ま
で
の
製
品
開
発
や

加
工
を
支
援
し
て
く
れ
る
施

設
だ
。
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

業
種
や
業
界
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

「
ガ
レ
ー
ジ
ス
ミ
ダ
」
に
集

う
人
々
・
ア
イ
デ
ア
・
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
繋
ぎ
、
新
し
い
技

術
・
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
創

出
し
、
町
工
場
か
ら
世
界
を

繋
ぐ
新
し
い
産
業
サ
イ
ク
ル

を
生
み
出
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

　

一
行
は
、浜
野
社
長
の「
も

の
作
り
」
に
対
す
る
熱
意
・

意
気
込
み
を
肌
で
感
じ
「
ガ

レ
ー
ジ
ス
ミ
ダ
」
を
後
に
し

た
。

　

約
1
時
間
半
の
見
学
を
終

え
、
一
行
は
再
び
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
に
戻
り
展
望
台
に
登
っ

て
地
上
3
5
0
ｍ
か
ら
の
眺

望
を
楽
し
ん
だ
。
見
学
会
は

こ
の
展
望
デ
ッ
キ
で
解
散
と

な
り
予
定
の
行
程
を
終
え

た
。

（
編
集
部
注
：
本
稿
は
2
0

1
6
年
7
月　

日
に
書
か
れ

17

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
漢

詩
内
の
「
○
」、「
●
」、「
◎
」

は
、 
平

仄
 〔
発
音
の
ル
ー

ひ
ょ
う
そ
く

ル
〕
や 
押
韻 
の
韻
律
を
表
し

お
う
い
ん

た
も
の
。「
○
」
は 
平
声 、

ひ
ょ
う
し
ょ
う

「
●
」
は 
仄
声 
、「
◎
」
は
押

そ
く
し
ょ
う

韻
字
を
示
す
）

　

米
大
リ
ー
グ
マ
イ
ヤ
ミ
・

マ
ー
リ
ン
ズ
の
イ
チ
ロ
ー
外

野
手
が
、2
0
1
6（
平
成　

）
28

年
6
月　

日
、
日
米
通
算
安

15

打
数
を
4
2
5
7
安
打
に
伸

ば
し
、
ピ
ー
ト
・
ロ
ー
ズ
氏
の

持
つ
大
リ
ー
グ
通
算
最
多
安

打
を
超
え
ま
し
た
。
そ
し
て

次
な
る
目
標
は
、
メ
ジ
ャ
ー

通
算
3
0
0
0
安
打
で
現
在

あ
と
6
本
以
内
の
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
に
入
っ
て
い
ま
す

（
7
月　

日
現
在
で
）。通
算

17

最
多
安
打
を
超
え
た
際
の
コ

メ
ン
ト
は
、「
大
き
な
こ
と
と

い
う
感
じ
は
全
く
な
い
。

チ
ー
ム
メ
ー
ト
や
フ
ァ
ン
の

反
応
は
う
れ
し
い
が
、
そ
れ

が
無
か
っ
た
ら
何
も
た
い
し

た
こ
と
は
な
い
」
と
憎
い
こ

と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
漢

詩
を
一
題
作
成
し
ま
し
た
。

◇

漢
詩　

イ
チ
ロ
ー
世
界
へ
の
扉

作
詞　

岡
千
風

人
生
五
十
何
を
行
い
充
た
す

技
術
の
真
偽
道
未
だ
朧

世
界
の
三
千
此
処
に
穿
つ

日
常
の
延
長
皆
夢
与
え
る

◇

人
生
五
十
行
何
充

○
○
●
●
●
○
◎

技
術
真
偽
道
未
朧

●
●
○
○
●
●
◎

世
界
三
千
穿
此
処

●
●
○
○
○
●
●

日
常
延
長
与
皆
夢

●
○
○
●
●
○
◎

◇

　

彼
の
経
歴
は
皆
さ
ん
よ
く

ご
存
じ
で
す
が
、
オ
リ
ッ
ク

ス
か
ら
2
0
0
1
年
大
リ
ー

グ
シ
ア
ト
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
に

移
籍
、
そ
し
て
ヤ
ン
キ
ー
ス

を
経
て
、
現
在
マ
ー
リ
ン
ズ

に
所
属
し
、
偉
業
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。
ま
た
彼
は
、
こ

ん
な
こ
と
も
言
っ
て
お
り
ま

す
。「
努
力
を
言
い
訳
に
す
る

の
は
最
低
の
発
想
で
す
」。現

在
米
通
算
3
0
0
0
安
打
に

1
日
も
早
く
到
達
す
る
こ
と

を
切
に
祈
り
ま
す
（
執
筆

時
）。そ
し
て
心
か
ら
祝
福
を

し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

イ
チ
ロ
ー
世
界
へ
の
扉

東
京
計
量
士
会　

岡　

和
雄

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

（
と
う
き
ょ
う
の
計
量
④
⑤
面
の
つ
づ
き
）

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

「
第
1
回
研
修
見
学
会
」を
開
催

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

毎
日
更
新

毎
日
更
新
！！

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
のののののののののののののののののののの
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計

今
日
の
計
量
計
測測測測測測測測測測測測測測測測測測測測測
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